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LCCは過去40年間、継続して進化して来た

2012年1970年代 1980年代 1990年代 2000年代

エアライン

日本に
LCCが
誕生

事業モデルの
段階

ノンフリル 継続的なコスト削減
と付帯収入

一次空港,
サービス多様化

２ブランド戦略
展開

誕生

日本の航空
大手２社が

出資段階 と付帯収入 サ ビス多様化
直販

展開

＜Southwest＞
余分なサービスを
削 たノン リ

＜Ryanair＞
Southwestのモデル
を研究し航空市場

＜EasyJet＞
1次空港を利用

＜大手航空2ブラ＞
・QFとジェットスター

と アプサン

日本独自の

概要

削ったノンフリル、
二次空港利用等、
LCCモデルを創造

を研究し航空市場
自由化も利用して
事業を開始
徹底したコスト削減

時間を意識した
旅客をターゲットに

＜JetBlue＞

・OZとエアプサン
・KEとジンエア
・SQとスクート、シルク

大手がLCC ブランドを
設立 共存

グループ
会社

概要
＜Laker＞
ロンドン–
ニューヨーク路線
にて初のLCC
長距離路線を開始

＜PeopleExpress＞
手荷物預かり料の

徴収し、サービスの
バラ売りを開始

サービスの強化を
志向

両社ともにWebでの
直販を開始

設立して共存

＜フランチャイズ＞
・ジェットスター
・エアアジア長距離路線を開始

Source: Airline  Business – Low Cost Carriers – May 2011

Jetstar ‐ Privileged and 
Confidential

直販を開始 アアジア
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L C C モデルとは

運航関連 客室・機内関連

・機材が同じ ・客室仕様を変更（180席）
機内サ ビスが有料

・1機材で沢山運航する

・空港での折り返し時間の短縮

・機内サービスが有料
（飲料・食べ物＝機内販売）

・機内エンターテイメントなし
・空港での折り返し時間の短縮
（機内清掃）（降機、搭乗）

人が複数の作業をする）・一人が複数の作業をする）
販売関連

・必要なサービスを買う
（荷物 座席指定 予約案内）（荷物、座席指定、予約案内）
・運賃体系のシンプ化
・WEBを中心に販売
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多頻度の運航回数例

多頻度運航、空港での折り返し時間を短縮するモデルで、LCCは運賃を安く
することが可能

◎多い席数で かつ 何回も運航

ジェットスター 成田 成田

◎多い席数で、かつ、何回も運航
するから１機あたりの収入が多い

↓
沢山飛ばす為には、折り返しの

ジェットスター
成田 成田

沢山飛ばす為には、折り返しの
時間を短縮する。

↓
短縮する為には、客室乗務員が

ジェットスター 成田

短縮する為には、客室乗務員が
機内清掃をする

成田

 

◎費用を削減するには、無駄な
サービスは削る
（オーディオなしで燃油削減）

大手航空会社 成田

成田

↓
部品、備品、設備は１種類

↓
「無「無い」＝ 余計な間接人材不要
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ジェットスターについてジェットスタ について

・カンタス航空の子会社・カンタス航空の子会社
・アジア太平洋に進出して
ブランドチェーンを各国で
展開している展開している
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ジェットスターグループはアジア太平洋地区をリードするＬＣＣです

• 2004年の就航以来、毎年利益を上げてい
ます。

• アジア太平洋地区で急成長している航空
会社です。

5カ国をベ スに運航しています– 5カ国をベースに運航しています

– 現在16カ国、約60都市に就航

– 運航機材数：91機機 数 機

– 週3,000以上を運航

税引前利益税引前利益
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Jetstar Japan

ブランド管理 管理業務の 元化ブランド管理、管理業務の一元化

JETSTAR
HONGKONG

JETSTAR
JAPAN

JETSTAR
PACIFIC

(VIETNAM)

JETSTAR
ASIA

(SINGAPORE)

JETSTAR 
INTERNATIONAL

JETSTAR
AUSTRALIA

JETSTAR
NEW ZEALAND
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ジェットスターグループ について

年 タ 航空 出資 設立• 2004年 カンタス航空100％出資のLCCとして設立

• 2004年5月 オーストラリア国内で運航開始

• 2004年12月 ジェットスターアジア 運航開始2004年12月 ジェットスタ アジア、運航開始

• 2006年11月 国際線運航開始

• 2007年3月 関西－ブリスベーン－シドニー便 運航開始 （LCCとして日本初就航）

• 2007年9月 関西－ケアンズ便 運航開始

• 2008年12月 成田－ケアンズ、成田－ゴールドコースト便 運航開始

年 月 ジ ド国内線 運航開始• 2009年6月 ニュージーランド国内線 運航開始

• 2010年７月 関西－台北－シンガポール便 運航開始

• 2012年3月 成田－マニラ－ダーウィン便、関西－マニラ－シンガポール便

関西－台北－シンガポール便を週14便に増便

• 2012年7月 ジェットスター・ジャパン 成田をベースに日本国内線就航

成田 札幌 関西 福岡 沖縄便 運航成田－札幌、関西、福岡、沖縄便 運航

• 2012年8月 ジェットスター・ジャパン 関西－札幌、福岡便 運航

• 2012年10月 ジェットスター・ジャパン 関西－沖縄便運航

• 2012年11月 関西－シンガポール直行便運航

・2013年 上期 成田ー大分 成田ー鹿児島 中部ー福岡 中部ー札幌 中部ー鹿児島 7Jetstar ‐ Privileged and Confidential
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地元への貢献

芝山トレーニングセンター外観
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地元への貢献 – 芝山トレーニングセンター

芝山トレーニングセンター
トレーニング風景トレ ニング風景
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地元への貢献 – 芝山トレーニングセンター（2）

芝山トレーニングセンター
トレーニング風景

撮影：産経新聞 前川記者
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その他の効果

• 京成バス、成田交通

運行開始日(7月3日) 成田空港行き15便– 運行開始日(7月3日): 成田空港行き15便

– [高速バス] 8/11  「東雲車庫・東京駅〜成田空港（東京シ
ャトル）」の増便実施についてャトル）」の増便実施について

– 9月9日現在：成田空港行き19便

（うち深夜/早朝バス 1時30分 4時30分 5時30分 3便）（うち深夜/早朝バス、1時30分、4時30分、5時30分 3便）

• 東京空港交通株式会社

宿 バ 便– 新宿発深夜バス（1便）
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インフラが重要

事業モデルは低コスト 多頻度 を

課題

事業モデルは低コスト、多頻度、を
基本としている

低 施設 提供• 低コスト施設の提供

• 空港運用時間港

• 混雑時間帯の枠

• 低コストのグランドハンドリング、
支援業務の提供

• 低コストの交通手段の提供
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長期のパートナーシップによる価値の増大

Gold Coast (to Melbourne & Sydney)

FY04‐FY09 CAGR: 11% • ジェットスター運航開始：

FY98‐FY03 CAGR: 1%

FY04 FY09 CAGR: 11% • ジェットスタ 運航開始：
２００４年

• ゴールドコースト空港からゴ ルドコ スト空港から
１３路線を運航

• １日あたり２４便出発便

• 長期間契約

ゴールドコースト空港とジェットスターの契約概要 ジェットスターのメリット

• 空港コストの低下

ゴールドコースト空港の
メリット

• 旅客数の増大長期間契約

• 旅客増にともなうインセンティブ契約

• 主なインフラ整備への助言

• 空港コストの低下

• 長期間の安定性

– 地域への投資

• 旅客数の増大

• 売上増

– 航空関連収入

– 非航空関連収入
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